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1 概要 

 SVM-06 の HDMI 出力解像度は、既定の解像度の他に、任意の解像度（ユーザ解像度）を設定することができます。SVMCtl 

を使用して出力タイミング情報をボードに書き込むことで、ユーザ解像度が有効になります。この資料ではユーザ解像度

の設定の作成方法について記述します。 

 

2 ソフトウェア 

「NVFilePlayer」あるいは「SVOGeneretor」と同じフォルダにあるタイミング作成ツールのうち、「TimingGenSVP01.exe」

(以下 TimingGen と表記) を使用します。最新版は弊社ウェブページからダウンロードできます。 

 

 

 

https://www.net-vision.co.jp/support/update.html


2.1 ピクセルクロックの設定 

出力ピクセルクロックを指定する場合、ピクセルクロックは Video Clock (SDR rate) より選択します。SVM-06 HDMI

モードの出力可能なピクセルクロックの最大値は 300MHz, 最小値は 27MHz です。 

出力したいピクセルクロックが TimingGen の選択肢にない場合、「SVOGenerator.svo」ファイルをテキストエディタで

編集することで周波数を追加することができます。 

 

ファイル中の「VCLKMn」と「VCLKMn_VAL」を追加することで、周波数が追加されます。n は既存の設定から連続する整

数を指定します。「VCLKMn」は MHz 単位の周波数を指定します。 

「VCLKMn_VAL」はボード上のレジスタ設定で、5 つの整数 {a,b,c,d,e} をカンマ区切りで指定します。このとき、出力

周波数は 20 x a x c / (b x d x e) [MHz] となります。ただし、下記の制約を満たす必要があります。 

PLL 設定値の制約 

240 <= a <= 480 

16 <= c <= 512 

8 <= b,d <= 1024 

(d mod 8) = 0 

1 <= e <= 16383 

600 <= 20 x (a x c) / (b x 8) <= 1200 

 

上記の記述の場合、20 x 480 x 25 / (24 x 48 x 1) = 192 [MHz] となります。 

- 上記制約を満たさない場合、SVMCtl の設定読み込み時にエラーメッセージが表示されます。その場合、SVOGenerator.svo 

の該当部分を修正してください。 

 

2.2 タイミングの設定 

「TimingGen_ソフトウェアマニュアル」の「SVP-01-G / SVO-03 の設定」に従ってタイミングを設定してください。1 

CLK/Pixel で出力するために、1 Clock Bit Size = 1 Pixel Bit Size に設定する必要があります。その他の設定は、本

資料の 2. ソフトウェアの図に合わせてください。 

 SVM-06 HDMI 出力では、下記のように値の範囲に制限があります。このため、「Advance」タブを使用して HSxx と VSxx 

設定を手動で設定する必要があります。 

設定値の制限範囲  

VSSP: 2 - 1,048,574  

VSPP: 2 - 16,777,214  

HSSP: 2 - 126  

HSPP: 2 - 8,190  

HSIP: 2 - 126  



設定値の制限範囲  

HSPR: 1 - 4,095  

DESP: 2 - 524,286  

DEPP: 2 - 8,190   

DEIP: 2 - 1,023  

DEPR: 1 - 4,095  

- 2 以上となっているレジスタは偶数である必要があります。 

 

2.3 タイミング設定のエクスポート 

TimingGen の「SAVE SET」ボタンをクリックして、タイミング設定ファイルを .svo ファイルにエクスポートします。 

TimingGen を終了する際は、「Set」ボタンを押して終了すると次回起動時に設定内容が保持されます。×ボタンで終了す

ると変更内容は破棄されますのでご注意ください。 

 

2.4 タイミング設定の書き込み 

ユーザ解像度の書き込みは「SVMCtl」で行います。 

SVMCtl は「SVOGenerator.svo」から PLL 設定を読み込むため、タイミング作成時に使用した「SVOGenerator.svo」フ

ァイルを SVMCtl と同じフォルダに置く必要があります。「SVMctl.exe」と「TimingGenSVP01.exe」が異なるフォルダに

ある場合、TimingGen 側の「SVOGenerator.svo」を SVMCtl 側にコピーしてから SVMCtl を起動してください。 

SVM-06 (HDMI モード) を接続した状態で SVMCtl を起動して、SVM Setting -> Update Timing... をクリックしま

す。.svo ファイルの選択画面が表示されるので、エクスポートしたタイミング設定ファイルを選択すると、設定内容が 

SVMCtl にロードされます。「Set」ボタンをクリックすると、ボート上の SPI-ROM に設定内容が書き込まれます。 

 

ボードにすでにタイミング設定が書きこまれている場合、ボタンは 「Clear Timing...」となっています。この状態で

ボタンをクリックすると、設定はクリアされ、ボタンは「Update Timing...」ボタンに変化します。 

 

 



2.5 SVM-06 ボードの設定 

 

SVM-06 の DIP SW の #5 = ON, #6 = ON に設定すると、カスタム解像度設定が有効になります。タイミング設定ファ

イルが書き込まれている場合、その解像度、フレームレートで映像が出力されます。 

なお、接続されるモニタの対応していない解像度で出力した場合、正常に HDMI モニタに映像が出力されない可能性が

あります。 
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